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 自分のやり方を変えることは、なかなか難しいことですね。ずっとそのやり方でやって

きて、誰かに指摘されると、グサッときたりします。なかなか素直に「そうですね」とは

受け入れにくいものです。  

 筆者の家では、プラゴミを袋の中に集めておいて、それを、ゴミの日に、ごみ袋に入れ

替えて出していました。ずっとそうしてきたのですが、ある日家人が、「この袋の中にあら

かじめごみ袋を入れておけばどうだろう？」と言い出して、ごみ袋を入れてみました。な

るほど、いちいち入れ替えなくても、こちらの方がずっと楽でした。一度、始めてみると、

それを壊すことや、新しいことを受け入れて変えていくことはこんな小さいことであって

も難しいことでした。  

 今年は、あまり雪が降らない冬ですが、ある時、Ａ組さんとこんな話をしていました。  

 「サッカーをしていて、自分達のゴールの前に雪がいっぱいあって、相手チームのゴー

ル前には、雪が全然ないんです。頑張ってもどうしても雪がある方は点が入りにくいね。

さてどうしよう？」  

 当然私は、「ゴールをかわりばんこに使えばいい。そうすれば公平だし。」という答えを

予想していました。なぜなら、このサッカーゴールの話の前に、「ぶらんこに５人のお友達

が列を作っています。なかなか順番が回ってこなくて、お昼の遊び時間がもう終わってし

まうかも知れない、どうしよう？」という話もしていて、みんなが「順番にする！」「１０

数えたら交替する」などというやさしい答えを出していました。きっと、その流れでスム

ーズに「順番、変わりばんこ」という答えが出てくると思っていたのです。ところが、「順

番、変わりばんこ」という当然の答えのあとに、一人の男の子が「わかった！みんなで雪

をシャベルでどかせばいいんじゃないの？」と言ったのです。とたんに回りの子ども達が

みんな笑顔になって、何だか輝いたようにみえました。みんなの思いも、「それが一番」だ

ったようですね。  

 何と素敵なことでしょう！私が「かわりばんこ」という固定観念に縛られて、話をつま

らなくしていたその時に、皆で力を合わせて雪をどかし、そして楽しく、公平なコートを

作ってゲームをしようという、柔軟で建設的で、そして子どもらしい発想！本当に感動し

てしまいました。  

 日々の暮らしも、子育ても、少し柔軟になって、他からの風を入れようとすると、もっ

といい方法が見つかるのかも知れません。洗濯だって、干し方だって、食事の段どりだっ

て、だっこの仕方だって、寝かしつけ方だって・・・。ほんとうに大切なことは決して譲

らず、工夫できることは柔軟に工夫し、新しいことを取り入れて学んでいく、こんなこと

を喜びとできるようになりたいですね。保育園でも、学童でも、また、３月には、１年を

振りかえってのアンケートをとらせていただきます。私達も皆様に教えていただきながら、

よい方に変わっていくことを楽しみにしていきます。勿論、教えていただいても、変えら

れないこと、変えたくないこともあるのですが、そのことは、又、お伝えをしていきたい

と思います。 


